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平成20年度千葉大学環境リモートセンシング研究センター
共同利用研究発表会
広角高精度望遠鏡を利用した
大気透過率計測手法の開発
～30・RTIL(Real Time Imaging Lidar）の開発～
代表者：佐々木真人（東京大学宇宙線研究所）
Ashra・3DRTIL共同研究者
発表者：矢吹正教（CEReS協力研究員）
CEReS対応教員久世宏明
屈折率吸収項に対する粒子の散乱強度角度依存
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．臨調目広角・高精度望遠鏡（Ashra光学系をベースlこ開発）
・・町』’－ 画面、＼畠圃 ・光＋電子によって視野角42度の超広角光学系．．語路・ ・トリガセンサ＋CMOSセンサによる自律型高精度撮像・，.I「『司司司 ・画素解像度：約1分角．固・h ← 4・－露光時間：＜200 ns 
・瞳径：35cm。
》レーザ
・ミ一散乱計測：波長355/ 532 I 1064 nm 
－オゾン濃度計測：波長308nm 
・2軸可動ミラーによる全天高速スキャン
【開発スケジュー ル】
今年度： 設計・シミュレー ション
太陽光
ロゾル位相関数を推定
＝辛気柱量のみ
3DRTIL 
エアロゾル層ごとに、パラメー
タを導出可能
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レー ザ先スキャン持、’IU的関mから
敵寵された光f受光する各ピクセル
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Telescope Telescope 
主主金
主立孟直盤度撮像三三［笠＝装置（3DRTIU
・地上から高度20kmまでの大気物質を3次元リアルタイム計測可能な装置
【構成】
F高視野角・高精度望速鏡（FOV42度、画素解像度1分角）
Fトリガセンサによる自律型自動露光
,Mie散乱計測（3波長）＋オゾン計測（1波長）のレーザを採用
F来年3月までには完成予定
~富士j魁主三ユk土色ミミど
r広範囲の散乱強度角度依存が計測できる3D・RTILの特徴を生かして、今ま
での計測では導出が困難であった単一散乱アルベド（SSA）の分布を、定量
的に求めることができる可能性を示した
、
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散乱角160度以上では、 SSA
0.01に対応する、ピクセルあたり
の光子数は、約50個（／pulse)。
感度を達成できれば
SSAの高度分布をリアルタイム
高精度で計測できる
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